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◉ 

私
の
研
究
履
歴

「
私
の
研
究
履
歴
」
を
と
の
依
頼
を
受
け
は
し
た
も

の
の
、
書
く
と
な
る
と
特
別
な
こ
と
は
な
く
、
某
氏

の
迷
言
「
自
分
を
解
説
す
る
ほ
ど
恥
ず
か
し
い
こ
と

は
な
い
」
が
浮
か
び
、
後
悔
し
て
い
る
。

大
学
は
教
員
養
成
大
学
の
中
学
国
語
課
程
、
家
業

を
継
ぐ
つ
も
り
で
い
た
た
め
、
特
に
教
員
に
な
る
熱

意
も
な
く
、
高
校
か
ら
続
く
体
育
系
ク
ラ
ブ
活
動
に

四
年
間
を
過
ご
し
た
。
卒
業
論
文
は
横
山
正
教
授
の

も
と
で
論
文
と
は
名
目
だ
け
の
近
松
門
左
衛
門
の
世

話
物
を
論
述
し
て
提
出
。
大
学
院
へ
は
山
根
賢
吉
先

生
の
勧
め
が
あ
り
、
近
世
文
学
を
と
の
思
い
は
あ
っ

た
が
、
研
究
す
る
対
象
も
曖
昧
の
ま
ま
、
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
国
文
学
専
攻
を
受
験

し
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
に
進
学
す
る
。

そ
ん
な
私
が
近
世
文
学
研
究
に
目
標
を
定
め
た
の

は
、
演
劇
研
究
会
の
会
員
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
春
に
入
会
し
て
い
る
。
そ
の
年
の
年

間
研
究
テ
ー
マ
は
、「
関
西
に
お
け
る
近
松
研
究
の
歴

史
」
で
あ
っ
た
。
近
松
研
究
の
先
達
（
藤
井
乙
男
・

石
割
松
太
郎
、
木
谷
篷
吟
）
の
一
人
藤
井
乙
男
（
紫

影
）
博
士
を
、
新
人
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、
私
の
担

当
と
な
る
。
石
割
松
太
郎
、
木
谷
篷
吟
の
担
当
は
松

平
進
、
向
井
芳
樹
の
既
に
学
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

お
二
人
で
あ
る
。
私
に
は
重
荷
で
あ
り
緊
張
す
る
課

題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
調
査
ノ
ー
ト
・
収
集
資
料
を

今
も
手
元
に
保
存
し
て
い
る
が
、
改
め
て
見
て
精
一

杯
努
め
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
た
だ
、
そ
の
発
表
は
、

藤
井
博
士
の
著
書
『
近
松
門
左
衛
門
』（
明
治
37
・

9
）、『
江
戸
文
学
研
究
』（
大
正
10
・
5
）、『
江
戸
文

学
叢
説
』（
昭
和
6
・
9
）、『
史
話
俳
談
』（
昭
和
18
・

2
）
等
に
つ
い
て
、
概
説
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
る
（
藤

井
乙
男
研
究
史
『
演
劇
研
究
会　

会
報
八
号
』
昭
和

44
年
12
月
）。
私
と
し
て
は
、
藤
井
博
士
か
ら
近
松
門

左
衛
門
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
近
世
文
学
自
体
の
豊

か
さ
と
共
に
近
世
文
学
へ
の
視
野
や
作
者
や
作
品
に

向
か
い
合
う
態
度
に
つ
い
て
も
教
示
を
受
け
た
つ
も

幸
運
な
時
期
に
邂
逅�

大
橋
　
正
叔

●�

生
年
月
日
　 

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
六
日

●�

卒
論
題
目
　 

「
近
松
心
中
浄
瑠
璃
―
戯
曲

性
と
局
面
展
開
―
」

●�

デ
ビ
ュ
ー
論
文
　 

「
太
平
記
読
み
と
近
世

初
期
文
芸
に
つ
い
て
―
『
太
平
記
』
の
享
受

か
ら
―
」。
正
直
な
と
こ
ろ
、
信
多
純
一
先

生
の
も
と
で
近
松
で
は
修
士
論
文
は
書
け
な

か
っ
た
の
で
、
心
機
一
転
し
て
三
年
目
に
提

出
し
た
論
文
の
ま
と
め
。

●�

思
い
出
の
研
究
書 （
論
文
） 

和
辻
哲
郎
『
日

本
芸
術
史
研
究　

歌
舞
伎
と
操
り
浄
瑠
璃
』。

初
め
て
通
読
し
た
大
著
の
研
究
書
。
国
文
学

者
・
演
劇
研
究
者
と
は
異
な
る
視
点
に
よ
る

歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
分
析
に
魅
せ
ら
れ
た
。

●�

研
究
以
外
の
趣
味
　 

こ
の
年
に
な
る
と
特

に
な
し
。

◎
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
受
け
た
感
銘
を
ど
こ
ま

で
維
持
し
得
た
か
、
省
み
て
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
る
。

演
劇
研
究
会
は
、
私
の
研
究
履
歴
の
出
発
の
場
で
あ

り
、
会
自
体
一
時
中
断
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
が
、

五
十
年
に
亘
る
今
日
も
一
会
員
と
し
て
多
く
の
こ
と

を
学
び
得
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

修
士
三
年
で
修
士
論
文
を
提
出
。
近
松
で
は
書
け

ず
、
藤
井
博
士
の
著
書
に
惹
か
れ
、
ジ
ャ
ン
ル
、
人

物
に
関
わ
ら
ず
演
劇
も
絡
め
幅
広
い
視
点
か
ら
近
世

初
期
の
文
学
を
考
え
た
い
と
、『
太
平
記
』
を
軸
に

「
太
平
記
読
み
と
近
世
初
期
文
芸
に
つ
い
て
―
『
太

平
記
』
の
享
受
か
ら
―
」
と
題
す
る
こ
と
と
し
た
。

『
太
平
記
』
を
挙
げ
た
の
は
、
そ
の
享
受
の
様
相
が

種
々
の
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
っ
て
い
る
こ
と
を
後
藤
丹
治

先
生
の
著
書
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
。
論
文
審

査
に
研
究
室
の
先
生
方
以
外
に
中
世
史
の
黒
田
俊
雄

教
授
が
居
ら
れ
た
の
に
は
恐
縮
し
た
が
、
無
事
修
士

課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
修
了
と
同
時
に
、

私
は
転
出
さ
れ
た
国
文
学
研
究
室
助
手
の
後
任
と
な

る
。
急
な
話
で
あ
っ
た
の
で
助
手
の
任
に
着
く
こ
と

は
、
家
業
の
こ
と
も
あ
り
、
戸
惑
う
転
身
で
あ
っ
た
。

修
論
は
『
待
兼
山
論
集
文
学
編　

第
五
号
』（
昭
和
47

年
３
月
）
に
活
字
化
さ
れ
、
論
文
第
一
号
と
な
り
、

と
も
か
く
進
む
べ
き
道
は
決
ま
る
。

昭
和
四
十
八
年
に
、
少
し
以
前
か
ら
大
谷
篤
蔵
先

生
や
日
野
龍
夫
、
井
口
洋
、
上
野
洋
三
さ
ん
た
ち
が

さ
れ
て
い
た
読
書
会
が
、
九
州
大
学
か
ら
関
西
大
学

へ
転
出
さ
れ
た
中
村
幸
彦
先
生
の
大
阪
大
学
へ
の
出

講
を
機
に
、
会
場
を
大
阪
大
学
助
教
授
信
多
純
一
研

究
室
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
私
も
参
加
す
る
こ

と
と
な
る
。
名
称
も
読
洒
会
（
洒
落
本
を
読
む
会
）

と
し
、
メ
ン
バ
ー
に
肥
田
晧
三
、
水
田
紀
久
さ
ん
も

加
わ
り
、
名
古
屋
か
ら
延
広
真
治
さ
ん
、
広
島
か
ら

横
山
邦
治
さ
ん
も
と
、
部
屋
は
一
杯
で
あ
る
。
洒
落

本
（
上
方
・
江
戸
）・
黄
表
紙
・
狂
詩
・
江
戸
座
等
一

書
読
了
す
る
ご
と
に
次
回
の
作
品
を
決
め
、
当
番
も

な
く
こ
れ
と
い
っ
た
目
標
も
な
く
、
読
む
こ
と
を
楽

し
む
会
で
あ
っ
た
。
会
後
の
直
会
も
賑
や
か
で
あ
っ

た
。
信
多
研
究
室
で
の
読
洒
会
は
昭
和
五
四
年
頃
ま

で
続
き
会
場
は
移
る
。
私
は
昭
和
四
九
年
四
月
に
大

阪
樟
蔭
女
子
大
学
に
、
昭
和
五
一
年
四
月
に
天
理
大

学
に
転
出
す
る
が
、
読
洒
会
に
は
昭
和
六
十
年
頃
ま

で
参
加
し
て
い
た
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
胃
癌
を
手

術
）。
そ
の
後
の
会
の
移
り
変
わ
り
は
よ
く
知
ら
な
い

が
、
そ
の
流
れ
は
今
も
続
い
て
い
る
。
た
だ
、
読
洒

会
で
得
た
諸
先
生
と
の
交
流
は
続
き
、
ま
た
、
学
ん

だ
こ
と
は
研
究
へ
の
示
唆
を
与
え
る
基
盤
と
な
っ
て

い
る
。

天
理
大
学
へ
は
祐
田
善
雄
先
生
の
後
任
人
事
で

あ
っ
た
。
縁
か
ら
し
て
浄
瑠
璃
研
究
を
続
け
る
つ
も

り
で
い
た
。
一
年
後
に
天
理
図
書
館
二
階
に
個
人
研

究
室
を
許
さ
れ
、
書
庫
内
の
閲
覧
も
記
帳
す
れ
ば
で

き
、
書
庫
の
散
策
で
近
世
文
学
関
係
書
の
配
架
の
位

置
を
覚
え
る
の
は
楽
し
み
で
さ
え
あ
っ
た
。
当
時
の

天
理
図
書
館
普
通
本
書
庫
に
は
貴
重
書
以
外
の
和
本

等
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、
藤
井
紫
影
・
高
野
辰
之
旧

蔵
等
の
山
の
よ
う
な
浄
瑠
璃
本
を
含
め
近
世
文
学
関

係
和
書
も
書
架
に
並
ん
で
い
た
。
浄
瑠
璃
本
の
同

版
・
異
版
・
覆
刻
等
を
目
前
に
並
べ
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
同
じ
階
に
あ
っ
た
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
編
集
室
へ
は
、
編
集
業
務
等
の
た
め
に
週
二
日
登

館
さ
れ
る
木
村
三
四
吾
先
生
を
訪
ね
て
い
た
。
先
生

の
机
上
に
は
編
集
用
に
持
ち
出
さ
れ
た
貴
重
書
が
置

か
れ
て
お
り
、
先
生
は
、
そ
れ
ら
の
本
に
つ
い
て
、

私
に
「
ど
う
い
う
本
で
す
か
。」「
こ
の
本
（
写
本
）

は
い
つ
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
か
」
等
質
問
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
本
の
見
る
べ
き
要
点
を
そ
れ
と
な

く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
付
け
焼
刃
の
返
答
で
は

身
に
着
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
編
集
室
の
入
口
に

は
狩
野
君
山
先
生
の
「
実
事
求
是
」
の
額
を
掲
げ
ら

れ
、「
本
は
噓
を
つ
か
な
い
」
が
先
生
の
口
癖
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
先
生
は
、「
一
つ
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
身
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に
着
け
ば
一
人
前
、
そ
れ
に
加
え
て
何
か
が
あ
れ
ば

御
の
字
」
と
い
わ
れ
、
自
分
の
専
門
分
野
を
確
立
す

る
こ
と
を
説
か
れ
た
。
天
理
図
書
館
の
豊
富
な
蔵
書

に
目
移
り
せ
ず
に
、
自
分
の
研
究
課
題
を
深
め
る
よ

う
に
と
諭
さ
れ
た
と
知
り
、
近
松
研
究
、
浄
瑠
璃
本

研
究
を
主
と
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
図
書
館
内
の
個

人
研
究
室
は
十
年
余
の
期
間
で
あ
っ
た
が
、
館
員
の

人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
訪
書
に
来
館
さ
れ
た
専
門
を

同
じ
く
す
る
方
や
分
野
の
異
な
る
方
と
も
接
す
る
機

会
が
持
て
、
専
門
に
閉
籠
る
こ
と
な
く
学
べ
た
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

善
本
叢
書
の
完
成
後
も
木
村
先
生
は
天
理
図
書
館

に
嘱
託
と
し
て
来
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
日
に
合
わ
せ

て
昭
和
五
八
年
頃
か
ら
私
の
研
究
室
で
石
川
真
弘
氏

と
三
人
で
俳
書
を
読
む
会
を
始
め
る
。
会
は
木
村
先

生
が
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
、
生
駒

市
立
図
書
館
長
を
さ
れ
て
い
た
間
や
、
平
成
五
年
に

先
生
が
病
に
倒
れ
ら
れ
た
時
期
に
は
休
会
し
た
が
、

自
宅
療
養
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ご
自
宅

で
週
に
一
回
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
二
十
年
四
月
九

日
に
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
る
直
前
ま
で
続
く
。
俳
書

は
『
竹
馬
狂
吟
集
』・『
犬
つ
く
ば
』
か
ら
始
ま
り
、

貞
門
、
談
林
、
西
鶴
、
芭
蕉
、
蕪
村
、
几
董
等
、
綿

屋
文
庫
の
俳
書
か
ら
連
句
を
選
び
読
み
進
め
て
い
っ

た
。
天
理
図
書
館
の
河
合
忠
信
、
金
子
和
正
、
大
内

田
貞
郎
、
牛
見
正
和
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
途
中
か
ら
、

野
村
貴
次
先
生
、
浅
見
美
智
子
さ
ん
、
榎
坂
浩
尚
先

生
も
出
席
さ
れ
、
大
谷
篤
蔵
先
生
や
雲
英
末
雄
さ
ん

が
飛
入
り
で
参
加
さ
れ
た
。
俳
諧
に
つ
い
て
多
く
を

学
ぶ
が
、
流
派
の
違
い
や
句
法
に
つ
い
て
私
は
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
村
幸
彦
先
生
か
ら
昭
和
六
十
年
八
月
九

日
付
封
書
が
届
き
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
の
統
合
の

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
よ
う
に
と
の
誘
い
を
受
け
る
。

統
合
の
任
は
、
月
二
回
京
都
の
角
川
事
務
所
に
出
か

け
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
方
に
割
り
当
て
ら
れ
た
語
彙

の
提
出
原
稿
を
、
上
代
・
中
古
・
中
世
。
近
世
・
国

語
学
専
攻
の
編
集
者
が
組
に
な
り
、
原
稿
を
吟
味
し

不
足
を
補
う
べ
く
時
代
別
に
宿
題
と
し
て
持
ち
帰
り
、

訂
正
・
補
筆
し
て
出
す
、
と
の
説
明
も
記
さ
れ
て
い

る
。
以
前
か
ら
下
請
け
の
担
当
語
彙
の
原
稿
を
提
出

し
て
い
た
の
で
お
受
け
し
、
早
速
九
月
十
五
日
か
ら

参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
統
合
で
は
辞
典
の
立
項
目

と
す
る
に
は
ま
と
ま
ら
ず
宿
題
と
し
て
持
ち
帰
る
の

も
多
か
っ
た
。
一
語
の
語
意
を
汲
み
取
る
こ
と
が
容

易
で
な
い
こ
と
を
知
り
、
俳
諧
で
の
学
び
と
共
に
こ

と
ば
そ
の
も
の
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
統

合
の
た
め
京
都
事
務
所
で
よ
く
一
緒
に
な
る
近
世
文

学
関
係
の
方
は
、
中
村
幸
彦
、
土
田
衛
、
浜
田
啓
介
、

長
友
千
代
治
、
高
橋
喜
一
、
延
広
真
治
、
日
野
龍
夫

の
諸
先
生
で
あ
っ
た
。
他
の
分
野
に
あ
っ
て
も
名
前

の
知
っ
た
先
生
方
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
先
生
方
と

の
会
話
は
新
鮮
で
新
た
に
学
ぶ
場
所
を
得
た
気
分
で

あ
っ
た
。
第
五
巻
（
平
成
11
年
3
月
刊
）
の
刊
行
ま

で
こ
の
仕
事
は
続
く
。

以
上
は
研
究
を
続
け
る
に
つ
い
て
基
礎
と
な
っ
た

履
歴
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
私
た
ち
の
世
代
は

国
文
学
研
究
を
進
め
る
に
幸
運
な
時
期
に
邂
逅
し
て

い
る
。
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
に
日
本
近
世
文
学
会

が
設
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
昭
和
四
十
年
前
半
ま

で
を
国
文
学
研
究
復
興
の
第
一
期
と
す
れ
ば
、
私
の

三
十
代
か
ら
五
十
代
前
半
、
昭
和
四
十
八
年
頃
か
ら

平
成
十
年
前
後
に
か
け
て
は
復
興
第
二
期
に
当
た
る
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
も
創
設
さ

れ
て
い
る
。
国
文
学
関
係
の
出
版
企
画
（
個
人
全
集
・

古
典
文
学
全
集
・
叢
書
・
叢
刊
・
集
成
・
辞
典
・
事

典
・
講
座
等
）
や
共
同
研
究
・
調
査
・
作
業
、
展
覧

会
等
が
盛
か
ん
に
実
施
さ
れ
た
時
で
、
若
い
私
（
当

時
）
に
も
専
攻
分
野
に
関
連
す
る
執
筆
依
頼
や
共
同

研
究
・
調
査
・
作
業
へ
の
誘
い
が
切
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
恵
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
受
け
た
課
題
に

つ
い
て
執
筆
に
励
む
こ
と
自
体
が
研
究
で
も
あ
り
、
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ま
た
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
通
じ
て
得
た
多
く

の
方
々
と
の
交
流
は
後
ま
で
続
き
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
に
お
い
て
ご
示
教
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

右
は
私
の
研
究
環
境
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
そ
の
ま
ま
私
の
研
究
履
歴
で
も
あ
る
。
現
在
の

窮
屈
な
状
況
か
ら
は
贅
沢
な
話
と
聞
か
れ
よ
う
。
今

や
大
学
は
、
平
成
三
年
七
月
の
大
学
設
置
基
準
大
綱

化
以
後
、
自
己
点
検
評
価
を
迫
ら
れ
、
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
波
に
対
応
す
べ
く
大
学
改
革
へ
走
り
、
多

忙
さ
は
増
す
。
さ
ら
に
平
成
二
十
年
前
後
か
ら
は
十

八
歳
人
口
の
減
少
に
よ
る
入
学
定
員
確
保
へ
の
対
策

を
と
厳
し
い
現
状
に
置
か
れ
る
。
近
年
で
は
さ
ら
に

科
研
費
申
請
へ
の
叱
咤
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
負
担
が

加
わ
る
。
院
生
と
っ
て
も
研
究
職
へ
の
道
は
国
文
学

科
の
縮
小
や
年
期
制
を
敷
く
な
ど
狭
く
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
研
究
実
績
は
、
多
く
は
こ
の
よ
う
な
窮
屈
な

環
境
の
下
で
労
作
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。

こ
の
状
況
を
承
知
し
な
が
ら
敢
え
て
私
の
成
行
き
を

記
し
た
の
は
、
多
く
の
方
々
に
接
し
学
び
得
た
こ
と

が
、
私
を
畏
縮
さ
せ
る
の
で
は
な
く
私
へ
の
励
ま
し

で
あ
り
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
経
験
か
ら
、
学
閥
や
学
風
に
関
係
な
く
、
研
鑽

の
場
と
し
て
既
に
随
所
で
な
さ
れ
て
い
る
学
会
・
研

究
会
等
を
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
幅
広
い
研
究
環
境

を
自
ら
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
、
厳
し
い
現
状
の
中
で

研
究
の
継
続
を
導
い
て
く
れ
る
最
善
の
味
方
で
な
い

か
と
、
私
は
思
っ
て
い
る
。


